


























Discussion on the Relationship of English Phonological
Awareness, Proficiency and the Vocabulary of University Students


















過去30年の研究調査から明らかにされてきており（Troia, 1999; Bruck, 1995; Rack, Hulme,





































ている（MacDonald and Cornwell, 1995など）。
近年英語圏で広く受け入れられている基礎的読みモデル、Simple View of Reading（Gough &
Tunmer, 1986）においても、「読みの上達はデコーディングスキルと言語理解による（reading





スキルが未熟であれば文そのものを読むことができない。この Simple View of Readingモデル
には様々な議論がなされており、必ずしもこの考え方を支持するものばかりではなく、語彙、
処理速度、注意力などの要因が影響を与えているといった指摘もあるが（Ouellette & Beers,


































































































れており、その後の読みとスペルを予測するという指摘（Bradley & Bryant, 1983）などから、異
なるライムを聞き分ける同定課題を用いることとした。また、音節と音素意識に関しては、分
解操作が読みの予測に関与するという調査（Muter, et al., 1997）などに基づき、分解課題を行う













































































































































































最小値 最大値 平均（Mn） 標準偏差（SD）
語彙課題 26 56 38.88 9.34
音韻認識課題総合 17 29 22.00 4.31
ライム課題 8 10 9.50 0.76
音節課題 4 10 6.88 2.30
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